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日 本 の 白 鳥NihonnoHakucho（SwansinJapan） （33） ：54－58，2009

2008－2009年 青 森 県 にお け るハ クチ ョウ類 の越 冬状 況

阿部誠一

035－0083青 森 県むつ市大平町43－1

はじめに

青森県内のハ クチ ョウ類の飛来状況 については、日本白鳥の会が行ってい る毎月第

2日曜 日に実施す る「白鳥類定時定点調査」と、これ に加 えた主要な飛来地の調査 によ

り、ほぼ県内一円について知 ることができる。これ らの調査は、白鳥の会会員の他に、

日本野鳥の会会員や 白鳥保護i活動 をしてい る方々の協力を得て行ってい る。

青森県では、秋にハクチ ョウ類が移動 を終 え、県内の各地に越冬のため飛来 して定

着す るのは12．月下旬か ら1月である。2月下旬 になると、すでに移動 して来た群れが見

られ る。 したがって、越冬の状況を知 るには、1月 の調査結果が最 も有効であるとい

える。 さらにIEの 調査は、 日本野鳥の会青森県支部 と弘前支部が県内一 円のガ ン ・

カモ ・ハクチ ョウ類の調査 を行 っていることか ら、ハクチ ョウ類 については実数 に近

い記録 を得 ていると思われ る。

次に、2008年4月 に秋 田県十和田湖畔で発生 したオオハ クチ ョウの鳥インフルエ ン

ザ問題 で、青森県ではハクチ ョウへの餌や りが自粛 された。これ を受けて各飛来地で

は 自粛 の措置を とったが、実際は中止 となっている。県内では餌や りが行われている

飛来地があ り、「特定の人による定期餌や りに加 え、一般人が不定期に餌や りをす る」

場所 と、「一般人だけが不定期に餌や りをする」場所 とに大別 され る。定期に餌や りを

行 っている場所は、県内では飛来数が多い。また、一般人の訪れ る場所で も多 くは現

地で買い求 めたパンな どを与えてい る。

そこで、今回は2009年1月11日 の越冬状況 と、餌や り自粛の影響な ど過去5年 の調査

記録 と合わせ なが ら報告 したい。

L青 森県のおもなハクチ ョウ類飛来地

青森 県内では、図1の ように飛来地 として大きく9地域 に分け られ、お もな越冬地 と

して30か 所が挙げられ る。その内訳 は、陸奥湾 を中心に した海岸部や河川の下流部が

15か所 、湖沼5か所 、内陸の河川 ・農業用溜池な ど10か所である。 この他 にも、移動
の時期 にはこれ ら周辺の田圃や池沼に飛来す る。

飛来地名 を挙げると次の とお りである（図1参 照）。
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十三湖 ：五所川原市十三湖．

津軽 ：藤崎町平川 、黒石市浅瀬石川、弘前市平川．

下北半島北部沿岸 ：大間町海岸、むっ市大畑川．

陸奥湾北部 ：むつ市大湊湾、むっ市西通海岸、横浜町三保川．

陸奥湾南部 ：野辺地町野辺地川、平内町浅所、青森 市野内川、青森市赤川、青森 市新

城川、青森市西部海岸、蓬 田村海岸、外 ヶ浜町海岸．

小川原湖沼群 ：六ヶ所村尾駁沼、六ヶ所村鷹架 沼、東北町小川原湖、

三八上北 ：七戸町坪川、十和田市奥入瀬川、おい らせ町間木堤、おい らせ町根岸堤、

五戸町五戸川、南部町馬淵川、三戸町熊原川．

太平洋 ：八戸市馬淵川 、新井 田川．

十和田湖 ：十和 田市十和 田湖．

2． 県内 の越 冬 状況 に つ いて

表1は 、2004年 か らの1月 第2日 曜 日のハ クチ ョウ類調 査結 果 で ある。2007年 はやや

増加 してい るが 、それ 以外 は5，500羽 前後 で越 冬数 は安 定 した状態 で あった。 これ に

対 し、2009年 は4，225羽 で 、過去5年 間の平均5，798羽 に比べ1，573羽 の減少 とな った。

種別 で は、オオハ クチ ョウが大 き く減少 してい るのが わか る。越冬 数 が少 な い コハ ク

チ ョウは ほぼ例年 どお りの結果 とな った。

次 に、2009年 の地域 別 の記録 が表2で あ る。また 、図2は その割合 を示 した もので あ

る。結果 は、陸奥湾1，434羽 （34％）、小川 原湖 沼群1，387羽 （33％）とな り、2地 域 で2，821

羽 、全体 の67％ を 占めた。 次い で、津軽576羽 （14％） 、三 八上北468羽 （11％）、太 平

洋140羽 （3％）、津軽海 峡105羽 （2％）、十 三湖88羽 （2％）、十和 田湖27羽 （1％）で あった。

；下北半島北部沿岸

図1． 青森 県のハクチョウ類飛来地．
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表1． ハ クチ ョウ類の年別飛来数

年2009 2oo8

オ オ ハ ク チ ョ ウ4，1295 ，552
コハ ク チ ョ ウ96112

合 計4，2255，664

200720062005

6，3385，5815，530

8740134

6，4255，6215，664

単位 ：羽

2004

5，451

165

5，616

表2．2009年 地 域別ハ クチ ョウ類記録 （2009年1月11日 ）

津軽 小川原 三八 十和 田

地域 日本海 陸奥湾 海峡 太平洋 津軽 湖沼群 北上 湖

ヨ刀数01，4341051405751，38745827

表3、2004－2008年 の 平 均 と 比 較

津軽

地域 日本海 陸奥湾 海峡 太平洋

200901，434105140

2004－08231，52770183

小川 原 三八 十和田

津軽 十三湖 湖沼群 北上 湖

576881，38746827

807921，2831，582251

表4． 場所別の記録 単位 ：羽

場 所 野萬川 七認 曝 川 嬬 ：湖おい㌶

2009年4444

04－08年166430

182743

124251471

町

川

崎

平

711

261

日本海 は、 これまで約30羽 前後 を毎年記録 していたが、今回は記録 されなかった。

さて、2009年 は越冬数が安定 していた過去5年 の平均に対 し、1，573羽の減少 となっ

た。 どの地域が減少 したのか過去5年 の平均 と合わせて比較 してみる。表3は 、2009年

の記録 と、2004年 か ら2008年 までの記録の平均 を表 した ものである。まず、青森県内

の多 くを占めていた陸奥湾 と小川原湖沼群は これまで とほぼ同 じ結果 となっていた。

また、津軽海峡や太平洋 ・十三湖ではやや増減があるものの、大きな変化ではなかっ

た。津軽では、230羽 が減少 し平均 の約70％ になった。最 も大きく減少 したのは、三

八上北が平均 の約30％ 、十和田湖は約10％ であった。

図3、4は 、小川原湖南部の上北町越冬地の写真 である。定期 と一般人 とが餌を与え

ている。

太平洋

3％

津軽海峡

2％

小川原湖

沼群

33％

三八上北

11％

日本海 十和田湖

0％1％

図2． ハクチ ョウ類の地域別の割合
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図3は2007年1月 の様 子 で、300羽 を越す こ ともあ る。図4は2008年12月 の状況 で、数 羽

に減少 して い る。

図3，4． ハクチ ョウ類飛 来地の状況、

3． 場所別の記録

青森市野内川では、陸奥湾 の河 口部付近に200羽 以上が飛来す る。定期の他に、付

近の住民が訪れて餌や りを している。今回は26％ に減少 した （図5－1）。

七戸町坪川 は、小川原湖南部に注 ぐ高瀬川 に合流 している。ここでは川 の中流域 に

飛来 し、500羽 を越す記録 もある。定期の他 に、付近住民 も餌や りを している。今回

は10％ に大きく減少 した （図5－2）。

十和田市奥入瀬川では中流域に飛来地があり、300羽 を越す記録 もある。定期の他、

周辺住 民が訪れて餌や りをしてい る。今回は、15％ に大 きく減少 した （図5－3）。

十和田市十和田湖 では湖の南部の休屋 に飛来す る。最近は個体数が増加傾向にあり、

300羽 を越す こともある。定期 の他、観光客が土産店で購入 した餌用のパンを与 えて

いる。今回は10％ までに大き く減少 した （図5－4）。
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図5－1～6． 場 所 別 の 記 録 （左 上 か ら右 に5－1，5－2，5－3， 左 下 か ら右 に65－4，5－5，5－6）
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おい らせ町間木堤は、もとは農業用の溜池であったが、周辺 と合わせて公園整備 さ

れた。700羽 を越す県内有数の飛来地である。定期の他、周辺住民や観光客が多 く訪

れ、現地で販売す る餌用のパンを与えている。今回は、9％ までに大 きく減少 した （図

5－5）。

藤崎町平川 は津軽地域で最も多 く越冬す る場所である。川岸 は整備 され公園になって

いて、300羽 以上が飛来す る。定期の他、周辺住民が多 く訪れ現地で販売する餌用の

パンを与 えている。今 回は45％ に減少 した （図5－6）。

ま とめ

2009年1月11日 の青森県内のハ クチ ョウi類調査結果は、飛来 した場所は 日本海側を

除けば、前年まで と同様であった。 日本海側 については、調査 日に暴風雪 とな り大時

化になったのが原因 と考え られる。全体の越冬数 は、前年より1，439羽少な くなった。

また、飛来数が安定 していた過去5年 間の平均からは1，573羽の減少 となった。

今回大 きく減少 した場所は、定期 に餌や りを行っていて、さらに一般人が多 く訪れ

る所であった。一般人だけが不定期 に訪れて餌や りをす る場所では、大き く減少す る

ことはなかった。また、陸奥湾や小川原湖では、定期 に餌や りをする場所 もあったが、

目立った減少は無かった。

では、なぜ定期餌や り中止で も大きな減少 にな らなかったのか。まず、小川原湖で

は、餌や り場周辺 には護岸 されていない所が多いこ とに加 え、遠浅であるこ とか ら、

自然の餌を採 ることができる条件にあったことがある。また、今冬は湖 が結氷 しなか

った ことも大きな要因になっている。陸奥湾の浅所海岸でも同様 に、自然の餌を採 る

ことができる。 さらに、内陸部の川では、 日中は周辺の田圃で餌を採 っていて、川 を

ね ぐらに していた。これは暖冬少雪で、田圃に入 ることができたためである。以上の

ことか ら、その場所や周辺で 自然 の餌 を採 ることができるか どうかによって減少の度

合いが違って くると思われ る。 しか し、飛来数の変化の要因として気象条件 もあるこ

とか ら、今回だけでは結論付けることはできない。今後の調査に期待 したい。


